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平
成　

年
度
那
珂
市
一
般
会
計
、
特
別

２２

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
及
び

各
議
案
を
提
出
す
る
に
当
た
り
、
市
政
運

営
の
基
本
方
針
と
主
要
な
施
策
の
概
要
を

申
し
述
べ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
低
炭
素
社
会
へ
の
対

応
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
大
き
な
変
化

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
経
済
状

況
は
、
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
が
続
く

中
、
円
高
や
デ
フ
レ
、
株
安
な
ど
に
よ
り

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
景
気

回
復
の
た
め
の
経
済
対
策
と
雇
用
の
確
保

が
緊
急
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
の
中
、
計
画
的
・
具
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
第
１
次
那

珂
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、「
市
民
と
と

も
に
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民
が
い
き
い
き
と
輝

き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
な
ど
か
つ

て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成

　

年
３
月
に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
プ
ラ

２１ン
に
基
づ
き
、
抜
本
的
な
歳
出
削
減
と
施

策
及
び
事
業
の
見
直
し
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
柔
軟
で
効
率

２２

的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
と
し
て
グ
ル
ー

プ
制
へ
の
移
行
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
一
層
の
向
上
と
将
来
を
見
据
え
た
行
政

基
盤
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
や
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、
産
業
の
活
性
化
、
教

育
・
文
化
環
境
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
皆

様
と
手
を
携
え
、
豊
か
な
那
珂
市
の
未
来

を
創
る
た
め
、
各
種
施
策
を
一
つ
一
つ
着

実
に
具
現
化
し
、
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま

す
「
人
に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
平
成　

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

２２

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し

２２

て
は
、
歳
入
で
は
国
の
経
済
対
策
に
よ
り

地
方
交
付
税
及
び
財
源
対
策
の
地
方
債
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
収
入
の
根

幹
と
な
る
市
税
や
各
種
交
付
金
が
減
少

し
、
歳
出
で
は
扶
助
費
や
公
債
費
が
高
水

準
で
推
移
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
財
政
調
整
基

金
等
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
市
債
の
発
行
を

必
要
最
低
限
度
に
抑
え
る
な
ど
財
政
の
健

全
化
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
の
原
則
に
立
ち
、
徹
底

し
た
経
費
の
節
減
と
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
配
分
に
よ
る
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
比　

パ
ー
セ
ン
ト
増

０.１

の
１
６
７
億
９
０
０
０
万
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は

じ
め
と
す
る
９
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、

前
年
度
比　

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
２
１
億

１.８

６
５
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
総
額
は
、
２
８
９
億
５

５
７
５
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
当
初
予

算
対
比
で
は　

パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
２
２

０.８

８
８
万
５
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
益
的
収
入
が　

億
２
７
０
７
万

１１

５
千
円
、
収
益
的
支
出
は　

億
８
１
０
万

１１

円
、
資
本
的
収
入
が
５
３
４
２
万
９
千

円
、
資
本
的
支
出
は
４
億
５
１
９
０
万
７

千
円
と
な
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
主

要
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
次

那
珂
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
体
系
に

即
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

広
聴
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
相

談
室
に
お
い
て
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の

機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

広
報
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
話

題
や
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年　

月
に
制
定
い
た
し
ま
し

１２

た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」

に
つ
い
て
、
市
民
の
方
々
に
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
活
動
団
体
な
ど
と

■施政方針を述べる小宅市長
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平
成　

年
第
１
回
那
珂
市
議
会
定
例
会
が
３
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２２

そ
の
冒
頭
で
小
宅
市
長
が
平
成　

年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、

２２

施
政
方
針
の
内
容
（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
別
掲
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。



広報なか４月号３

連
携
し
て
引
き
続
き
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
具
体
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
那
珂
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
共
に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所

等
の
防
火
査
察
の
徹
底
や
消
防
団
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
等
と
連
携
し
た
広
報
の
普

及
・
啓
発
活
動
に
よ
り
火
災
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
増
大
す

る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
救

命
士
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
応
急
処
置

講
習
会
等
の
普
及
促
進
に
よ
り
更
な
る
救

命
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
促
進
を
図
り
、
防
災
意
識
の
高

揚
と
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生
命
・
財

産
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
き
各
事
業

所
へ
の
監
視
体
制
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
適
宜
立
入
調
査
等
を
実
施
し
て
安
全

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
未
設
置
地
区
へ
の
自
主
防
犯
組
織

の
設
立
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専

門
相
談
員
を
２
人
配
置
し
、
相
談
窓
口
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
悪
質
商
法
等
の

被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

清
水
洞
の
上
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
た
貴
重

な
資
源
を
保
全
す
る
た
め
、
年
次
計
画
に

沿
っ
て
引
き
続
き
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会

の
実
現
と
公
共
施
設
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
那
珂

市
環
境
基
本
計
画
及
び
那
珂
市
地
球
温
暖

化
防
止
実
行
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
市
内
の
大

手
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
レ
ジ
袋
が
有
料
化

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及

を
さ
ら
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
分

別
の
徹
底
に
よ
り
可
燃
ご
み
の
減
量
と
再

資
源
化
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
道

路
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
と
、
安
全
な

交
通
環
境
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、
緊
急

性
と
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
地
域
の
要

望
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
道
路
の
新
設
や

改
良
、
維
持
補
修
等
を
実
施
し
、
地
域
の

交
通
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
の
交
通
弱
者
の
日
常
生
活
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
循
環
バ
ス
の

運
行
を
見
直
し
、
利
便
性
の
高
い
「
ひ
ま

わ
り
バ
ス
」と
し
て
有
料
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

民
間
の
路
線
バ
ス
の
運
行
維
持
、
水
郡
線

の
利
便
性
向
上
な
ど
公
共
交
通
の
維
持
活

性
化
と
将
来
に
向
け
た
公
共
交
通
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

排
水
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
宮
排
水
路
の
未
整
備
区
間
で
あ
る
市
街

化
区
域
内
の
上
流
部
の
函
渠
工
事
及
び
下

流
部
の
早
戸
川
に
合
流
す
る
部
分
の
用
地

取
得
に
着
手
し
、
大
雨
等
に
よ
る
冠
水
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
早
期
完
成
を
目
指
し
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

内
（
Ⅱ
）
地
区
及
び
門
部
（
Ⅱ
）
地
区
の

成
果
の
閲
覧
と
認
証
作
業
を
行
う
と
と
も

に
、
下
江
戸
（
Ⅱ
）
地
区
０
・　

平
方
キ

９５

ロ
メ
ー
ト
ル
及
び
門
部
（
Ⅲ
）
地
区
１
・　
１３

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
水
路
・
一
筆
地

の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
菅
谷
・
市
毛
線
（
第
３

期　

延
長
１
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）、
上
宿
・

大
木
内
線
（
延
長
４
４
０
メ
ー
ト
ル
）、
下

菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
区
画
道
路

延
長
１
３
９
０
メ
ー
ト
ル
）
及
び
上
菅
谷

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
計
画
的
な
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
区
画
道

路　

延
長
９
９
０
メ
ー
ト
ル
）
及
び
竹
ノ

内
街
区
公
園
整
備
事
業（　

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

０.６

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
完
了
に

２３

向
け
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

か
つ
安
定
し
た
給
水
の
確
保
を
図
る
た
め
、

既
存
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
木
崎
浄
水
場
の
改
修
に
向
け

実
施
設
計
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幹
線
配
水
管
の
整
備
及
び
老
朽
管

更
新
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

横
堀
地
区
、
向
山
地
区
、
笠
松
地
区
及
び

下
大
賀
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
杉
原
地
区
及
び

下
菅
谷
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
整

備
計
画
等
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
汚
水

管
布
設
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
の
拡
大
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
公
共
下
水
道
事
業
審

議
会
に
お
い
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
、
認

可
区
域
の
選
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鴻
巣
地
区
の
供
用
開
始
に
向
け
、

処
理
場
及
び
管
路
布
設
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水

整
備
事
業
の
認
可
並
び
に
採
択
区
域
以
外

の
区
域
に
お
い
て
、
引
き
続
き
補
助
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
社
会
福
祉
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４

協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連

携
を
強
化
し
、
互
い
に
助
け
支
え
合
う
地

域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
適
正
な
保
護
の
実
施
や
就
労
支
援
事
業

を
推
進
し
、
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
５

期
那
珂
市
高
齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
協
力
し
、
生
涯
を
通
じ
て
元
気

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
介
護
予
防
の
推
進
、
地
域
ケ
ア
体
制
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
４
期

那
珂
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

適
正
な
介
護
認
定
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
障
害
者
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保
、
適
正
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る

観
点
か
ら
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
て
を
支

給
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
相
談

員
に
よ
る
養
育
相
談
や
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談
業

務
の
充
実
や
関
係
機
関
と
連
携
し
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
育
て
不
安
の
解
消
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う

と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
保
育

園
の
定
員
を
増
や
し
、
入
所
待
ち
児
童
の

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
公
立
保
育
所
に

お
い
て
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い
休
日
保

育
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
保
加

入
者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
及
び
特
定

保
健
指
導
を
重
点
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
の
家
庭
を
全
戸

訪
問
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
健
や

か
親
子
那
珂　

－
第
１
次
母
子
保
健
計

２１

画
」
に
基
づ
き
、
関
連
す
る
事
業
と
連
携

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
の
勧
奨
を

行
い
、
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
な

子
ど
も
を
生
む
た
め
の
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市
食
育

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
健
全
な
食
生
活
や

「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
を
取
り
戻
す
こ

と
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
性
と

創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
、
児
童
・
生
徒
の
「
確
か

な
学
力
」、「
健
康
や
体
力
」、「
豊
か
な

心
」
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
引
き
続
き
小
・
中
学
校
へ
Ｔ
Ｔ

（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
非
常
勤

講
師
や
障
害
児
学
習
指
導
員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
語
指
導
助
手
）、
学
校
図
書
館
司
書
等

の
配
置
に
よ
り
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
生
活
へ
の

悩
み
を
持
つ
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の

教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
心
の
教
室
相
談
員
」
や
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」
の
活
用
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
支
援
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模

や
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
教

育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

額
田
小
学
校
校
舎
、
芳
野
小
学
校
校
舎
及

び
第
三
中
学
校
金
工
木
工
室
の
耐
震
補
強

工
事
並
び
に
瓜
連
中
学
校
金
工
木
工
室
の

改
築
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
室

用
の
扇
風
機
を
小
学
校
全
学
年
ま
で
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
立

幼
稚
園
を
８
園
か
ら
６
園
に
統
合
し
、
効

率
的
な
運
営
と
特
色
あ
る
幼
稚
園
教
育
を

進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
公
立
幼
稚

園
再
編
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
家
庭
･
学
校
･
地
域
社
会

が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
に
よ
る
学
校
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

歴
史
資
産
・
伝
統
文
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
に
季
節

展
・
企
画
展
の
開
催
及
び
文
化
財
の
調
査

や
映
像
資
料
な
ど
を
活
用
し
、
保
存
と
継

承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
図
書
資
料
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

や
お
話
会
な
ど
を
開
催
し
、
読
書
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

創
造
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演

や
地
域
交
流
に
よ
る
音
楽
活
性
化
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
ひ
ま
わ
り
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
運
営
を
支
援
し
、
誰
も

が
生
き
が
い
の
も
て
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
際
交

流
協
会
と
連
携
し
、
異
な
る
文
化
や
生
活

習
慣
を
互
い
に
理
解
し
あ
え
る
交
流
活
動
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広報なか４月号５

の
推
進
や
、
国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク

リ
ッ
ジ
市
と
中
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
換

交
流
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
締
結　

年
を
迎

２０

え
る
た
め
、
派
遣
団
を
結
成
し
更
な
る
相

互
親
善
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友

好
都
市
秋
田
県
横
手
市
と
さ
ら
に
友
好
関

係
を
深
め
る
た
め
、
情
報
の
提
供
と
市
民

及
び
市
民
団
体
の
交
流
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
営
事
業
に
よ
り
土
地
改
良
基
盤
整

備
事
業
を
有
ヶ
池
地
区
、
下
圷
地
区
、
芳

野
地
区
、
木
崎
地
区
、
門
部
圷
下
河
原
地

区
及
び
南
酒
出
地
区
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
年
退

職
者
や
帰
農
者
な
ど
の
新
規
就
農
者
を
対

象
と
す
る
技
術
実
践
講
座
を
、
引
き
続
き

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
と
連
携
し
て
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
営
農
指
導
員
に
よ

る
基
本
的
な
農
業
の
栽
培
管
理
や
経
営
の

指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
土
壌
条

件
に
あ
っ
た
作
物
の
導
入
推
進
を
図
る
た

め
、
新
た
な
作
物
と
し
て
ニ
ン
ニ
ク
や
さ

と
い
も
、
食
用
カ
ン
シ
ョ
、
加
工
特
産
品

と
し
て
の
ほ
し
い
も
等
の
普
及
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
認
定
農

業
者
の
育
成
・
確
保
を
は
じ
め
、
中
核
農

家
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
法
改
正
に
伴

い
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
促
進
に
関
す

る
基
本
的
な
構
想
を
見
直
す
と
と
も
に
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
の
た

め
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年　

月
に
作
成
し
た
農
作
業
受
託
者
台

１１

帳
及
び
農
地
流
動
化
台
帳
を
活
用
し
、
農

業
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
の
作
付
け
の
普
及

推
進
と
冬
場
に
お
け
る
土
壌
飛
散
防
止
対

策
と
し
て
麦
の
種
子
の
無
料
配
布
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
田
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
が
転
換
さ

れ
、
新
た
に
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
の

麦
や
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
・
加

工
用
米
な
ど
を
主
体
に
生
産
拡
大
を
促
す

「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」と
水
田

農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
「
米
個
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
生
産
者
と
関
係
機
関
が
協

力
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

商
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
地

域
商
業
者
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
歴

史
や
文
化
、
自
然
、
農
業
等
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
な
ど
の
基
本
方
策
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
水
戸
市
な
ど
周
辺

市
町
村
と
連
携
し
た
誘
客
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
市
特
産
品
の

振
興
開
発
に
つ
き
ま
し
て
も
、
商
工
会
な

ど
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
八
重

桜
ま
つ
り
や
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
の
開
催
を
通
し
て
、
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
県
や
関
係
機
関
と
協
力
し
、
工
業
団
地

へ
の
企
業
立
地
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
商
業
・
観
光
な
ど
地
域
産
業
振

興
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
「
道
の
駅
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
瓜
連
支
所
付
属
庁
舎
を

活
用
し
た
整
備
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の

意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
管
理
職
を
対
象
に
試
行
を

２２
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
般
職
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

茨
城
県
か
ら
の
事
務
権
限
の
移
譲
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
新
た
に
７
法
令　

事
務
を
受
け
入
れ
、

３９

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

組
織
機
構
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
層
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら

課
室
の
一
部
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、
平
成　

年
４
月
か
ら
全
庁
的
に

２２

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２

次
行
政
改
革
大
綱
及
び
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
引
き
続
き
計
画
的
か
つ
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
よ

２１

り
導
入
し
た
外
部
評
価
を
活
用
し
事
務
事

業
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
当

２２

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

私
は
、
市
民
と
行
政
が
共
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締
め
、

市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
常

に
市
民
の
側
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
心
が

け
、
元
気
で
住
み
よ
い
那
珂
市
づ
く
り
を

目
指
し
、
精
魂
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成　

年
３
月
９
日

２２
那
珂
市
長　
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６

一
般
会
計
の
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税　

億
７
０
９

６７

８
万
７
千
円
、
地
方
交
付
税　

億
１
０
０
０
万
円
、
市
債

３２

　

億
５
６
９
６
万
円
、
繰
入
金
３
億
１
１
８
８
万
円
な
ど
で
す
。
こ

１６の
う
ち
市
の
歳
入
の
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
市
税
収
入
は
、
個

人
所
得
の
減
少
や
企
業
収
益
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
減
額
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ　

％
の
減
収
を
見
込
む
一
方
、
地
方

２.７

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
の
特
別
枠
「
地
域
活
性
化
・

雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
の
創
設
な
ど
を
考
慮
し
、
前
年
度
に
比
べ　
５.３

％
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
市
が
自
ら
の
手

で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
、　

億
４
３
３
９
万
２
千
円
で
、
前
年

８２

度
よ
り　

％
減
少
し
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は　

・
１
％
と
な

４.２

４９

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
や
県
か
ら
決
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
依
存
財
源
は
、　

億
４
６
６
０

８５

万
８
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ　

％
増
加
し
、
歳
入
全
体
の　

・
９

４.６

５０

％
と
な
り
ま
し
た
。 

【
表
２
、
図
１
参
照
】

増減率
（A）/（B）

２１年度
予算額（B）

２２年度
予算額（A）会計名

０．１１６，７８０，０００１６，７９０，０００一般会計
１．８１１，９５２，８６５１２，１６５，７５０特別会計

３．４５，０８９，０００５，２６２，０００国民健康保険
（事業勘定）

△９０．０６，０００６００老人保健
△１６．３２，４９６，０００２，０８８，０００下水道事業
△８．５１０，６００９，７００公園墓地事業
４２．４６８２，０００９７１，０００農業集落排水整備事業

６．２３，０４１，０００３，２３０，０００介護保険
（保険事業勘定）

皆減８１５０介護サービス事業

△４．２１８９，０００１８１，０００上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

△３．４４３８，０００４２３，０００後期高齢者医療
０．０４５０４５０那珂地方公平委員会
０．８２８，７３２，８６５２８，９５５，７５０合　計

■表１　平成２２年度会計別予算額

（単位：千円、％）

■表２　平成２２年度一般会計歳入予算

増減率
（A）/（B）

２１年度
予算額（B）構成比２２年度

予算額（A）区分

△４．２８，６０６，７４８４９．１８，２４３，３９２自主財源
△２．７６，９５７，４４９４０．３６，７７０，９８７市税

２．６２９２，６９９１．８３００，２１９分担金及び
負担金

２．１１９７，８８２１．２２０２，１００使用料及び
手数料

△１０．７１２，７５７０．１１１，３９１財産収入
０．０２０．０２寄付金

△２１．９３９９，２２０１．９３１１，８８０繰入金
△１６．７３００，０００１．５２５０，０００繰越金
△１１．２４４６，７３９２．３３９６，８１３諸収入
４．６８，１７３，２５２５０．９８，５４６，６０８依存財源
△９．５３１７，１００１．７２８７，００１地方譲与税

△１２．５４７０，０７１２．５４１１，４６６地方消費税
交付金

△９．７７８，２０２０．４７０，６００自動車取得税交
付金

３６．５７０，３３４０．６９５，９７９地方特例交付金
５．３３，０４９，０００１９．１３，２１０，０００地方交付税
３５．９１，２７４，５５６１０．３１，７３２，３２４国庫支出金
７．８９５７，７３２６．１１，０３２，４５７県支出金

△１２．８１，９０１，１５３９．９１，６５６，９６０市債
△９．６５５，１０４０．３４９，８２１その他　※
０．１１６，７８０，０００１００．０１６，７９０，０００合　計

（単位：千円、％）

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利
用税交付金、交通安全対策特別交付金

【

一

般

会

計

】

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
予
算
は
、
歳
入
で
は
国
の
経
済
対
策

２２

の
影
響
に
よ
り
地
方
交
付
税
及
び
財
源
対
策
の
地
方
債
の
増
額

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
収
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
や
各
種
交

付
金
が
減
少
し
、
歳
出
で
は
高
水
準
で
推
移
す
る
扶
助
費
や
公

債
費
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
の
原
則
に
立
ち
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
に
よ

り
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
比
べ　

％
増

０.１

加
し
、
１
６
７
億
９
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
は
廃
止
に
伴
い
皆
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
同
水
準

の
１
２
１
億
６
５
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

【
表
１
参
照
】

歳
入

市税（40.3%） 
地方交付税（19.1%） 

市債（9.9%） 

国庫支出金 
（10.3%） 

県支出金（6.1%） 

地方消費税交付金　（2.5%） 
地方譲与税　　　　（1.7%） 
自動車取得税交付金（0.4%） 
地方特例交付金　　（0.6%） 
その他　　　　　　（0.3%） 

諸収入（2.3%） 

繰入金（1.9%） 

繰越金（1.5%） 

分担金および負担金（1.8%） 
使用料および手数料（1.2%） 
財産収入　　　　　（0.1%） 
寄付金　　　　　　（0.0%） 

歳入 
自 依 

存 主 
財 財 

源 源 

【図１】



広報なか４月号７

８８，５６６円高齢者や障害者の福祉、子育て支援、生活保護などに民 生 費

４４，２４０円道路の整備、河川、公園および市営住宅の管理などに土 木 費

３９，３９１円全般的な管理事務などに総 務 費

３５，４８２円市債の返済に公 債 費

３２，８２７円学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに教 育 費

２２，２２０円病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに衛 生 費

１５，５８８円消防、救急活動、災害対策などに消 防 費

１３，９３５円農林業の振興、生産基盤の整備などに農林水産業費

３，６７４円議会運営に議 会 費

３，０２２円商工業や観光の振興などに商 工 費

２６７円予備費などにそ の 他

２９９，２１２円市民１人当たりの予算額合　計

※予算額を平成２２年３月１日現在の人口５６，１１４人で割って算出

大規模な事業を実施する際、その年度

の収入だけでは財源を調達することが

困難な場合、国や民間の金融機関から借り入れる資金の

ことで、市の借金にあたります●後年度の元利償還金の
７割が普通交付税で措置される合併特例債を中心に、土
地改良基盤整備事業に４，７６０万円、道路改良舗装事業に
１億４，５８０万円、杉原地区や上菅谷駅前地区の道路や両宮
排水路等を整備するまちづくり交付金事業に３億１，３００
万円、下菅谷地区まちづくり事業に３，５１０万円、菅谷市毛
線街路整備事業に１，９８０万円、上宿大木内線街路整備事業
に９００万円、両宮排水路整備事業に３，３００万円を借り入れ
る予定です。また、地方交付税の財源不足を補う臨時財
政対策債（赤字地方債）は１０億５，３６６万円を見込みました。

市　債

国と地方公共団体の経費負担区分に基

づき、国から地方公共団体に交付され

るもので、負担金、委託金、特定の施設の奨励又は財政

援助のための補助金などがあります●民生費国庫負担金
では、自立支援サービス給付事業負担金に２億２，６４０万
８千円、民間保育所児童運営費負担金に１億１，２４９万５
千円、子ども手当関係負担金に６億８，５０３万２千円、生活
保護費負担金に３億４，０２５万１千円、民生費国庫補助金
では、地域生活支援事業補助金に２，１４５万９千円、衛生費
国庫補助金では、合併処理浄化槽設置整備事業補助金に
１，３８１万３千円、土木費国庫補助金では、狭あい道路整備
等促進事業に１，７４０万円、まちづくり交付金に１億２，０００
万円、総務費委託金では、外国人登録事務委託金に５６万
３千円、民生費委託金では、基礎年金等事務委託金に
１，０２９万９千円、子ども手当支給事務に５１７万２千円、土
木費委託金では、樋管等操作委託料に１０７万４千円など
を見込みました。

国庫支出金

市の歳入の根幹をなすもので、市民税、

固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、

都市計画税などがあります●市民税については、雇用情
勢の悪化による個人所得の減少や企業業績の不振による
影響を受け減収が見込まれることから、前年度に比べ
８．１％減少し２７億３，８３０万９千円、固定資産税について
は、土地・家屋の増収が見込まれることから、前年度に
比べ０．２％増加し３２億２，９５６万３千円を見込みました。

市　税

一般会計、特別会計及び基金の間で相

互に資金運用をすることがあり、その

資金を繰入金といいます●財源不足を補うため、財政調
整基金から１億５，０００万円、減債基金から１億５，０００万
円、市民活動基金から５８７万７千円、生涯学習基金から
１００万円を繰り入れました。また、他会計繰入金として、
公園墓地事業特別会計から５００万円を繰り入れました。

繰入金

国税のうち所得税、法人税、酒税、消費

税及びたばこ税のそれぞれ一定割合を

財源とし、地方公共団体が等しくその行うべき事務を遂

行することができるよう、一定の基準により国から地方

公共団体に交付されるもので、普通交付税と特別交付税

があります●普通交付税については、地方財政計画の増
減率を踏まえ、「地域活性化・雇用等臨時特例費」の創
設や臨時財政対策債発行可能額の増加による影響額等を
考慮して前年度に比べ６．８％増加し３０億１，０００万円を見込
みました。また、特別交付税については、過去の収入実
績等を考慮し、前年度に比べ１３．０％減少し２億円を見込
みました。

地方交付税

市民

予算額予算額���
�������
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一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費　

億
３
９
０

４３

６
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３
千
円
、
扶
助
費　

億
９
３
１
８
万
円
、
物
件
費　

２７

２６

億
４
５
９
７
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千
円
、
公
債
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９
１
０
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３
千
円
、
普
通
建

１９

設
事
業
費　

億
５
１
５
８
万
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千
円
な
ど
で
す
。
こ
の
う
ち
扶
助
費
に

１２

つ
い
て
は
、
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
や
新
た
に
支
給
さ
れ
る
子
ど

も
手
当
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ　

・
７
％
の
増
額
と
な

３２

る
一
方
、
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
道
路
改
良
舗
装
事
業
、
両

宮
排
水
路
整
備
事
業
、
安
心
安
全
対
策
両
宮
排
水
路
整
備
事
業
な
ど
が

増
加
と
な
る
一
方
で
、
上
菅
谷
停
車
場
線
街
路
整
備
事
業
、
瓜
連
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
国
の
経

済
対
策
に
よ
る
前
倒
し
で
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
平
成　
２１

年
度
に
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ　

・
４
％
の
減
額
と

２８

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
法
令
な
ど
に
よ
り
そ
の
支
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
義
務
的
経
費
は　

億
２
３
２
８
万
６
千
円
で
前
年

９１

度
よ
り　

％
増
加
し
、
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は　

・
３
％
と
な
り

５.２

５４

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
道
路
や
学
校
の
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な
ど
社
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資
本
の
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備

に
要
す
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費
で
あ
る
投
資
的
経
費
は　

億
５
１
５
９
万
９
千
円
で
、

１２

前
年
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・
４
％
減
少
し
、
歳
出
全
体
の　

％
と
な
り
ま
し
た
。

２８

７.５

 

【
表
３
、
図
２
参
照
】

歳
出

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
特
定

の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
会
計

か
ら
分
離
し
て
別
に
収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

主
な
会
計
と
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
が
前
年
度
に
比
べ　

％
の
増
加
、
介
護
保

３.４

険
（
保
険
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
が
前
年
度
に
比
べ

　

％
の
増
加
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度

６.２に
比
べ　

・
３
％
の
減
少
と
な
り
特
別
会
計
全
体
と

１６

し
て
は
前
年
度
同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
増
減
率
が
大
き
な
会
計
と

し
て
は
、
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計
が
鴻

巣
地
区
の
処
理
施
設
等
の
整
備
費
増
に
伴
い　

・
４

４２

％
の
増
加
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り　

・
０
％
の
減
少
、

９０

平
成　

年
度
末
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
が

２１

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
皆
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

【
表
１
参
照
】

【

特

別

会

計

】

【
水 
道 
事 
業 
会 
計
】

　

市
の
水
道
事
業
は
、

民
間
企
業
と
同
様
に
企

業
会
計
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
独
立
採
算
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
浄
水
施

設
の
更
新
に
向
け
た
実

施
設
計
を
は
じ
め
、
配

水
管
布
設
、
消
火
栓
設

置
等
を
行
う
と
共
に
、

施
設
の
維
持
管
理
を
強

化
し
て
安
定
給
水
に
努

め
ま
す
。
主
な
建
設
改

良
事
業
と
し
て
、
配
水

施
設
工
事
費
２
億
９
２

４
万
円
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
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（単位：千円、％）

■表５　平成２２年度水道事業会計予算額

増減率
（A）/（B）

２１年度
予算額（B）

２２年度
予算額（A）区分

△０．４１，１３１，７５３１，１２７，０７５収入収益的
収支 ２．４１，０８１，８９８１，１０８，１００支出

△２２．６６８，９９１５３，４２９収入資本的
収支 △６．６４８４，０６０４５１，９０７支出

増減率
（A）/（B）

２１年度
予算額（B）構成比２２年度

予算額（A）区分

５．２８，６７４，１６４５４．３９，１２３，２８６義務的経費
１．４４，２７９，９３９２５．８４，３３９，０６３人件費
３２．７２，１０４，１５０１６．６２，７９３，１８０扶助費
△１３．１２，２９０，０７５１１．９１，９９１，０４３公債費
△２８．４１，７４９，０８７７．５１，２５１，５９９投資的経費
△２８．４１，７４９，０７７７．５１，２５１，５８９普通建設事業費
△４４．９６８３，２９２２．３３７６，２３９補助事業費
△１７．９１，０６５，７８５５．２８７５，３５０単独事業費
０．０１００．０１０災害復旧事業費
０．９６，３５６，７４９３８．２６，４１５，１１５その他の経費
１．４２，６０８，５４４１５．８２，６４５，９７８物件費
△５．５２２７，８２７１．３２１５，３７７維持補修費
△２．６１，５６６，６３３９．１１，５２６，３８６補助費等
４．１１，９１０，８３３１１．８１，９８９，３８３繰出金

△１１．５４２，９１２０．２３７，９９１その他　※
０．１１６，７８０，０００１００．０１６，７９０，０００合　計

■表３　平成２２年度一般会計歳出予算　性質別

（単位：千円、％）
※積立金、投資および出資金、貸付金、予備費

■表４　平成２２年度一般会計歳出予算　目的別

増減率
（A）/（B）

２１年度
予算額（B）構成比２２年度

予算額（A）区分

△４．２２１５，１７３１．２２０６，１５１議会費
８．１２，０４５，０８９１３．１２，２１０，３６０総務費
１３．６４，３７４，２１７２９．６４，９６９，７７２民生費
△０．６１，２５４，３６９７．４１，２４６，８５９衛生費
△１４．９９１８，８９９４．７７８１，９６７農林水産業費
２．６１６５，２８２１．０１６９，５５２商工費
２３．９２，００４，１３３１４．８２，４８２，４９５土木費
２．０８５７，３２３５．２８７４，７１１消防費

△３０．３２，６４１，１１９１１．０１，８４２，０７４教育費
０．０１００．０１０災害復旧費

△１３．１２，２９０，１１０１１．９１，９９１，０４４公債費
０．０５０．０５諸支出費
５．１１４，２７１０．１１５，０００予備費
０．１１６，７８０，０００１００．０１６，７９０，０００合　計

（単位：千円、％）

人件費（25.8%） 

公債費（11.9%） 

物件費（15.8%） 

繰出金（11.8%） 

補助費等（9.1%） 

維持補修費（1.3%） 
その他　　（0.2%） 

普通建設事業費（7.5%） 
災害復旧事業費（0.0%） 

扶助費（16.6%） 

義 そ の 
の 

的 
務 

費 
経 

他 
経 
費 

投資的経費 投資的経費 

歳出 
〈性質別〉 

民生費（29.6%） 

総務費（13.1%） 

土木費  
（14.8%） 

教育費（11.0%） 

衛生費（7.4%） 

公債費（11.9%） 

消防費（5.2%） 

農林水産業費（4.7%） 

議会費（1.2%）　災害復旧費（0.0%） 
商工費（1.0%）　諸支出金　（0.0%） 
予備費（0.1%） 

歳出 
〈目的別〉 

【図２】

【図３】
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学校教育、社会教育などの教育関係の経

費で、幼稚園や小中学校などの教育振興、

文化・スポーツの振興などに使われる費用です●額田小学
校耐震補強事業に２６５万６千円、芳野小学校耐震補強事業
に９３８万４千円、瓜連中学校整備事業に５００万円、総合公園
管理事業に１億４，１６５万９千円などを計上しました。

教育費

市民が健康で衛生的な生活を送れるよう

良好な環境を保持するための経費で、各

種健診や予防接種、公害対策、ごみの収集処理などに使わ

れる費用です●伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延
を防ぐ予防接種事業に７，４２５万円、がん検診や生活習慣病
予防検診を行う各種検診事業に４，６５２万５千円、家庭用小
型合併処理浄化槽の設置者及び単独浄化槽を撤去する者に
補助を行う浄化槽設置補助事業に４，５０３万７千円、大宮地
方環境整備組合負担金に５億３，９４９万３千円、家庭系可燃
ごみ収集事業に９，４６５万６千円などを計上しました。

衛生費

消防本部庁舎の維持管理、消防団の活動、

消防施設の整備及び維持管理、防災対策

などに使われる費用です●消防団設置事業に３，６０８万３千円、
自主防災組織の結成に要する経費や資機材等の整備費を補
助する自主防災組織育成事業に３８５万円などを計上したほか、
新たに、消防本部庁舎改修事業に２７３万円を計上しました。

消防費

農業、林業及び畜産業の振興対策、生産基

盤の整備、農道の維持管理、地籍調査、米

の生産調整対策などに使われる費用です●認定農業者が経
営改善に取り組むための支援を行う担い手育成支援事業に
１，０１９万７千円、農道、排水路、溜池など農業用施設の整備
を行う土地改良基盤整備事業に１億３４７万３千円、地籍の
明確化を図る戸多地区地籍調査事業に２，８０６万２千円、木
崎地区地籍調査事業に３，２６６万１千円、転作の実施に伴う
農業経営の安定を図るため、その取組内容に応じて補助を
行う水田農業構造改革対策奨励補助事業に８，３２６万４千円
などを計上しました。

農林水産業費

商工業の振興やイベント等の観光事業な

どに使われる費用です●市商工会に対し
て補助を行う商工会補助事業に１，３００万円、なかひまわり
フェスティバル事業に１，６１９万１千円、静峰ふるさと公園管
理事業に１，３７７万７千円、八重桜まつり事業に８１４万３千円、
消費者情報や知識の普及、専門相談員による消費者相談など
を行う消費者行政推進事業に６７６万１千円、新たに地域ブラ
ンド商品の開発及び販路の開拓・拡大を図る特産品開発及び
販路開拓支援事業に７００万円、道の駅の整備が地域の商業・
農業・観光の振興と地域の活性化に与える影響について調
査する道の駅調査事業に２６５万５千円などを計上しました。

商工費

市民に一定水準の生活と安定した社会生

活を保障するための経費で、高齢者や障

害者、乳幼児のための福祉や生活保護などに使われる費用

です●在宅において養護を受けることが困難な高齢者を養
護老人ホームに入所措置する老人保護措置事業に７，３５９万
４千円、身体障害者、知的障害者、精神障害者及び障害児
が地域で生活できるよう給付を行う自立支援サービス給付
事業に４億６，８６１万７千円、妊産婦、乳幼児、母子家庭の母
子、父子家庭の父子及び重度心身障害者等の医療費の一部
を助成する医療福祉扶助事業に２億４，０７６万円、昼間保護
者のいない小学校低学年児童等の育成及び指導を行う学童
保育事業に７，１３３万６千円、公設施設で入所しきれない要
保育児童を民間施設に委託する民間保育所児童入所事業に
４億１，１１９万９千円、生活に現に困窮している人に対し、生
活扶助費、医療扶助費及び住宅扶助費等を支給する生活保
護扶助費に４億５，４６６万８千円などを計上したほか、新た
に、中学校修了前までの児童生徒を養育している保護者等
に対し子ども手当を支給する子ども手当支給事業に８億
７，４９０万円を計上しました。

民生費

道路の新設改良や維持補修、河川、公園及

び市営住宅の維持管理、土地区画整理や

市街地整備など、社会資本の整備に使われる費用です●道
路維持補修事業に１億１，５９８万７千円、道路改良舗装事業
に２億５，０６８万５千円、良好な市街地の形成及び整備を行
う杉原地区まちづくり事業に１億３，４３５万９千円などを計
上したほか、新たに市街地の冠水被害を防ぐために両宮排
水路を改修する安心安全対策両宮排水路整備事業に４億
２，８９０万円、安定した排水処理を行うために両宮排水路の
下流部を改修する両宮排水路整備事業に４，３５８万円、上宿
大木内線街路整備事業に２，９００万円を計上しました。

土木費

市の全般的な管理事務などの経費で、市

税の徴収や公有財産の維持管理、戸籍や

住民基本台帳の管理、広報紙の発行、選挙、統計調査など

に使われる費用です●広報なか及び広報なかおしらせ版の
印刷製本費など広報事業に９１１万３千円、庁舎管理事業に
５，８１９万８千円、協働のまちづくり推進事業に１，１３２万円な
どを計上したほか、新たにアメリカ合衆国テネシー州オー
クリッジ市との国際親善姉妹都市２０周年記念事業に５８０万
９千円を計上しました。

総務費

市債を返済するための費用です●起債償
還元金に１６億８，１９８万５千円、起債償還利

子に３億８０５万８千円などを計上しました。

公債費

【表４、図３参照】
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【
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
】　

行
財
政
改
革

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
引
き
続
き
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
４
年
間
の
第
２
次
那
珂

２２

市
行
政
改
革
大
綱
及
び
同
実
施
計
画
を
２

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
外
部
評
価
を
実

４６施
し
ま
し
た
。

【
友
好
都
市
提
携
及
び
市
制
施
行
５
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
】　

１
月　

日
に
、

１６

秋
田
県
横
手
市
と
の
友
好
都
市
提
携
５
周

年
及
び
那
珂
市
市
制
施
行
５
周
年
を
記
念

し
て
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
式
典
に
は
横
手
市
の
市
長
や
市
議
会

議
長
が
出
席
し
、
よ
り
一
層
の
交
流
促
進

を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
の
関
た
め
池

親
水
公
園
で
は
、
横
手
市
か
ら
贈
ら
れ
た

「
雪
か
ま
く
ら
」
を
設
置
し
た
り
、「
横
手

や
き
そ
ば
」
の
販
売
な
ど
多
く
の
店
が
並

び
、
１
月　

日
と　

日
の
２
日
間
で
１
万

１６

１７

２
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

【
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
つ
い
て
】　

新
た

に
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
１
人
を
任
命

し
、
１
月
６
日
に
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ

ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
に
お
い
て
委
嘱
状
交
付
式
を

行
い
、
同
会
場
で
開
催
さ
れ
た
那
珂
市
新

年
賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
こ
れ
ま
で

活
動
し
て
き
た
中
で
感
じ
た
こ
と
等
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
】　

本
年

４
月
よ
り
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
愛
称
は
、
公
募
し
た
と
こ
ろ　

件
の
応

４０

募
が
あ
り
、
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
検
討

委
員
会
等
で
審
査
し
た
結
果
、「
ひ
ま
わ

り
バ
ス
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
に
つ
い
て
】　

第　

回
茨
城
県

５５

市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広

報
な
か
」
平
成　

年　

月
号
が
『
広
報
紙

２１

１１

の
部
』
で
佳
作
に
、「
広
報
な
か
」
平
成　
２１

年
５
月
号
が
『
組
み
写
真
の
部
』
で
努
力
賞

に
入
賞
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
、
読
み
や
す
く
親
し
み
の
あ

る
広
報
紙
の
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
】　
「
那

珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
に
基
づ

く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
２
月　

日
か
ら

２３

３
月
３
日
ま
で
市
内
８
地
区
で
９
回
の
説

明
会
を
行
い
、
６
３
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
市
民
の
か
た
が
た
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
や
出
前

講
座
等
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

【
旅
券
事
務
に
つ
い
て
】　

６
月
１
日
か
ら

開
始
し
た
旅
券
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
か
月
が
経
過
し
た
２
月
末
現
在
で
、
申

請
が
１
０
１
０
件
、
交
付
が
９
３
８
件
、

紛
失
届
が
８
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
】　　
１２

月　

日
と　

日
の
２
日
間
に
か
け
て
原
子

２１

２２

力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
か
ら　

年
目
と
い
う

１０

節
目
の
年
に
あ
た
る
た
め
、
国
や
県
と
の

共
催
に
よ
り
、
関
係
機
関
１
１
３
機
関
、

参
加
人
数
３
千
人
の
大
規
模
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
会
議
の

設
置
運
営
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

笠
松
運
動
公
園
で
行
っ
た
避
難
所
設
置
運

営
訓
練
に
は
女
性
消
防
団
員
を
、
救
護
所

設
置
運
営
訓
練
に
は
職
員
を
派
遣
し
、
隣

接
の
東
海
村
や
ひ
た
ち
な
か
市
と
連
携
し

て
災
害
時
の
防
災
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

【
那
珂
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
（
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
）
の
策
定
に
つ

い
て
】　

平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
那

１７

珂
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

（
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
）
の
見
直
し
を
行

い
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
の
「
後
期

２２

行
動
計
画
」
を
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

【
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
に

つ
い
て
】　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大

広
間
の
改
修
工
事
が
完
成
し
、
２
月
１
日

か
ら
多
目
的
室
と
し
て
供
用
開
始
し
ま
し

た
。

【
清
水
洞
の
上
整
備
事
業
に
つ
い
て
】　

本

年
度
予
定
し
た
用
地
買
収
を
完
了
し
、
観

察
池
整
備
工
事
と
木
道
他
周
辺
整
備
工
事

を
１
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

【
両
宮
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
】　

平
成　
２２

年
度
の
実
施
設
計
業
務
に
向
け
て
、
排
水

路
下
流
部
の
地
質
調
査
業
務
を
１
月
に
発

注
し
ま
し
た
。

【
地
籍
調
査
に
つ
い
て
】　

大
内
（
Ⅱ
）
地

区
及
び
門
部
（
Ⅱ
）
地
区
の
一
筆
地
調
査

を
終
了
し
、
確
定
測
量
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

【
那
珂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
】　

２
月　

日
に
那
珂
市
都
市
計

２５

画
審
議
会
に
諮
り
、「
那
珂
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
水
戸
・
勝
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
つ

い
て
】　

都
市
計
画
道
路
杉
本
・
武
具
取
線

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
の
都
市
計
画

道
路
網
再
検
討
の
成
果
を
踏
ま
え
、
関
係

機
関
と
の
協
議
も
整
い
、
年
度
内
に
変
更

し
ま
す
。

【
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
】　

杉
原
地

区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
改
良
工
事
（
１
６
７ ｍ
）
を
１
月
に

発
注
し
年
度
内
完
成
に
向
け
施
工
中
で

市長提出議案は、報告１件、条例の制定・一部改正１４件、平成２１年度
補正予算９件、平成２２年度予算１１件、その他７件、合わせて４２件です。
審議の結果、全議案について原案のとおり可決されました。

平成２２年第１回那珂市議会定例会
３月９日から３月２３日までの１５日間の会期で開催
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全議案可決 市長提出議案  

広報なか４月号１１

設
解
体
工
事
を
１
月
に
発
注
し
、
完
了
し

ま
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
】　

鴻
巣

地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
第
Ⅰ－

１

工
区
工
事
を　

月
に
、
鴻
巣
地
区
管
路
布

１２

設
箇
所
舗
装
本
復
旧
（
第
１
工
区
）
工
事

を
１
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

【
成
人
式
に
つ
い
て
】　

１
月
９
日
に
成
人

式
を
開
催
し
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

新
成
人
４
８
７
人
が
参
加
、
参
加
率
は
約

　

％
で
し
た
。

８３【
夜
間
照
明
施
設
の
撤
去
に
つ
い
て
】　

第

一
・
第
二
中
学
校
の
屋
外
運
動
場
及
び
瓜

連
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
撤
去
が
完
了
し
ま
し
た
。

【
那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
つ

い
て
】　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
方
向
性
を
示
す
「
那
珂

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
を　

月
に

１２

策
定
し
ま
し
た
。

【
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
】　

地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」を
２
月
に
設
立
し
ま
し
た
。　　

【
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
庫
の
増
築
に
つ

い
て
】　

増
築
工
事
を　

月
に
発
注
し
、

１１

年
度
内
に
完
成
予
定
で
す
。

【
消
防
業
務
に
つ
い
て
】　　

月
１
日
か
ら

１２

２
月　

日
ま
で
の
消
防
訓
練
指
導
に
つ
き

２８

ま
し
て
は
、
事
業
所
や
学
校
等
を
対
象
に

　

回
行
い
、
２
２
４
２
人
が
参
加
し
、
防

２０火
防
災
知
識
の
修
得
と
防
火
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習

会
を
３
回
行
い　

人
が
修
了
し
、
応
急
手

８９

当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
４
件
、
車
両
が
２
件
、
合
計
６
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
５
０
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

６４

他
が
１
０
９
件
、
合
計
４
２
３
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

１
月　

日
に
、
消
防
出
初
式
を
那
珂
総

１０

合
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
消
防
関
係
者

５
８
４
人
が
参
加
し
、
地
域
防
災
に
向
け

て
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月　

日
に（
財
）日
本
消
防
協

２９

会
か
ら
防
災
活
動
車
が
交
付
さ
れ
、
消
防

団
本
部
に
配
備
し
ま
し
た
。
２
月
１
日
に

は
、
今
後
の
救
急
需
要
を
見
据
え
て
、
西

消
防
署
の
旧
救
急
車
を
、
東
消
防
署
に
救

急
予
備
車
と
し
て
配
備
し
ま
し
た
。

　
　

平
成　

年
３
月
９
日

２２

 

那
珂
市
長　

�
��

�
�

す
。

　

下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
路
改
良
工
事
（
２
２
３ ｍ
）

を
１
月
に
発
注
し
年
度
内
完
成
に
向
け
施

工
中
で
す
。

　

上
菅
谷
停
車
場
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
区
画
線
設
置
工
事
（
１
６

７ ｍ
）を
１
月
に
発
注
し
、
３
月　

日
の
供

２２

用
開
始
に
向
け
施
工
中
で
す
。

　

上
菅
谷
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
（
１

１
７ ｍ
）
を
１
月
に
発
注
し
年
度
内
完
成

に
向
け
施
工
中
で
す
。

【
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
】　

横
堀
地

区
第
４
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
を

　

月
に
、
横
堀
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
４

１２工
区
）
工
事
を
１
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し

ま
し
た
。

【
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
】　

簡
易
水
道
施

◎報告

専決処分の報告について（損害賠償補償事故の賠償
額の決定）
◎条例の制定・一部改正

那珂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例／那珂市環境審議会条例の一部を改正
する条例／那珂市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
／那珂市国民保護協議会条例の一部を改正する条例
／那珂市公共施設の暴力団等排除に関する条例の一
部を改正する条例／那珂市障害程度区分認定審査会
の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例／
那珂市特別会計設置条例の一部を改正する条例／那
珂市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する
条例／那珂市保育の実施に関する条例の一部を改正
する条例／那珂市公民館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例／那珂市コミュニティセン
ター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例／瓜連地区公民館施設の設置及び管理に関する条
例を廃止する条例／那珂市立学校体育施設使用料徴
収条例を廃止する条例／那珂市協働のまちづくり
推進基本条例
◎平成２１年度補正予算

平成２１年度那珂市一般会計補正予算（第７号）／平成
２１年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正
予算（第３号）／平成２１年度那珂市下水道事業特別会
計補正予算（第３号）／平成２１年度那珂市公園墓地事
業特別会計補正予算（第２号）／平成２１年度那珂市農
業集落排水整備事業特別会計補正予算（第３号）／平
成２１年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第２号）／平成２１年度那珂市介護サービス事
業特別会計補正予算（第１号）／平成２１年度那珂市上
菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第３号）／平成２１年度那珂市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）
◎平成２２年度予算

平成２２年度那珂市一般会計予算／平成２２年度那珂市
国民健康保険特別会計（事業勘定）予算／平成２２年度
那珂市老人保健特別会計予算／平成２２年度那珂市下
水道事業特別会計予算／平成２２年度那珂市公園墓地
事業特別会計予算／平成２２年度那珂市農業集落排水
整備事業特別会計予算／平成２２年度那珂市介護保険
特別会計（保険事業勘定）予算／平成２２年度那珂市上
菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計予算／平成
２２年度那珂市後期高齢者医療特別会計予算／平成２２
年度那珂地方公平委員会特別会計予算／平成２２年度
那珂市水道事業会計予算
◎その他（同意を含む）

公の施設の広域利用に関する協議について／字の区
域の変更について／市道路線の認定について／市道
路線の廃止について／財産の無償譲渡について／那
珂市固定資産評価審査委員会委員の選任について／
那珂市監査委員の選任について



１２

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
行
政
改
革
を
進
め
ま
す 

　

本
市
は
、
合
併
後
、
行
財
政
基
盤
の
確

立
を
目
指
す
た
め
に
、「
生
活
基
盤
の
充

実
や
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
と
い
う

地
方
自
治
の
基
本
に
立
ち
、
平
成　

年　
１７

１１

月
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
向
上
や
行
政

運
営
の
効
率
・
迅
速
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
見
え
な
い
経
済

情
勢
に
よ
り
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
応
す
る
た
め
に
、
第
２
次
那
珂
市
行
政

改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
し
、

引
き
続
き
行
政
改
革
を
進
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
使
い
、
第
１
次
那
珂
市
総

合
計
画
の
着
実
な
実
施
と
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
一
層
の
経
費
削
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

前
回
の
行
政
改
革
大
綱
で
定
め
て
い
る

基
本
方
針
や
重
点
事
項
、
推
進
項
目
に
つ

い
て
は
、
原
則
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
事
項
の
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
実
施
事
項

の
追
加
と
既
存
実
施
事
項
の
内
容
拡
充
を

図
り
ま
し
た
。　

■
推
進
期
間

　

平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度　

２２

２５

■
基
本
方
針

①
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革
の
推

進
②
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経
営
体

制
の
確
立

③
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

■
重
点
事
項

①
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
明
確
化

②
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

③
経
営
体
制
の
向
上

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
効
果
的

な
活
用

⑤
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑥
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

⑦
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営
の

確
保

第２次那珂市行政改革大綱
および実施計画の全文を、
那珂市ホームページに掲載
しました。
那珂市ホームページ
http://www.city.naka.lg.jp

問い合わせ／
行財政改革推進室
�２９８－１１１１　内線５７２

■実施計画内容　実施計画は、第２次那珂市行政改革大綱に基づき、実施すべき改革項目について具体的な改革の内容を定めています。
実施項目推進項目重点事項方針

民間委託の推進／公立保育所の民営化民間委託等の推進

行政の担うべき役割
の明確化

市
民
と
と
も
に
進
め
る

行
政
改
革
の
推
進　
　

指定管理者制度の活用指定管理者制度の活用
住民主体によるまちづくり活動支援制度の確立／審議会等委員の
公募／審議会等へ女性委員の登用／パブリック・コメントの推進
／省エネルギー・省資源の推進

市民参加・協働の推進

ホームページの充実／行政評価結果の公表説明責任の確保公正の確保と透明性
の向上

組織機構の見直し、簡素化／幼稚園の統廃合／小中学校の再編／
審議会等の見直し／公共施設の有効活用／消防団の再編／浄水場
の統廃合

組織等の再編の推進
経営体制の向上

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

行
政
経
営
体
制
の
確
立　

職員研修の充実強化／派遣研修・人事交流の実施分権型社会の担い手育成の推進
人事評価制度の導入人事評価の確立
茨城県市町村共同システムの周知・活用情報システムの効果的な活用ICT（情報通信技術）

の効果的な活用 セキュリティポリシーの遵守情報セキュリティ対策の充実
行政評価システムの向上／各種イベントの見直し／幼稚園におけ
る３歳児保育の見直し事務・事業の見直し行政評価システムの

確立健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

適正な定員管理／嘱託・臨時職員の適正活用定員管理の適正化定員管理及び給与の
適正化 職員給与等の公表給与の適正化

市税・各種使用料等の徴収率の向上／学校体育施設の有料化／広
告料の確保／幼稚園保育料の見直し自主財源の確保

自主性・自律性の
高い財政運営の確保

市債発行の抑制／公用車管理方法の見直し／未利用財産の活用と
処分／借地の見直し／加入協議会の見直し／施設管理経費等の見
直し／特別会計繰出金の抑制／施設使用料減免規定の見直し

経費の節減合理化等財政の健全化

補助金の整理合理化／市単独事業補助金等の見直し／外郭団体補
助金の削減補助金等の整理合理化の推進

工事成績表の有効な活用公共工事コストの縮減
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　今回策定した指針は、「協働」に関する一定のルールや考え方を示したものです。
　今後は、この指針のもとで、市と市民がまちづくりの主役として輝き、ともに支えあっていく協
働の精神・取り組みによって、活力とにぎわいのあるまちを目指し、「市民とともに創る協働のまち
づくり」を進めていきます。

� ���������	

������

（１）地域コミュニティ力の低下
組合加入率の低下、組合加入者の高齢化などにより地域コミュニティが衰退しています。

（２）社会構造の変化
生産年齢人口（１５歳～６４歳）が減少、高齢者人口（６５歳以上）が増加し、　受益と負担のバラン
スが崩れ、従来の行政サービスの維持が困難になりつつあります。

（３）行政を取り巻く環境の変化
住民ニーズの多様化、地方分権による事務権限の移譲などにより、公共サービスのすべてを行
政中心で行うことが困難になりつつあります。

（４）市民意識の変化
地域活動（自警団活動等）に市民の輪が広がってきています。

�������

　教育、子育て、福祉、環境問題など、多様化・高度化する地域課題に対して行政主導によるま
ちづくりには限りがあります。「住んで良かった」「これからも住み続けたい」と思える魅力ある
まちづくりを推進するためには、地域社会を構成する市民と行政がそれぞれの知恵や資源を持ち
寄り、責任と役割を分担しながら、ともに汗を流して協働のまちづくりに取り組むことが必要で
す。
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　市、市民、市民自治組織、市民活動団体及び事業者が、地域の課題解決に対等の関係で連携協
力して取り組むこと

�������

　市が協働のまちづくりを推進する主なパートナー
○市民（市内に居住し、勤務し、又は通学する個人）
○市民自治組織（現状では「区」「分館」など⇒これを新たな考え方に）
○市民活動団体（自主的・自発的に公益性のある活動を行っている団体）
○事業者（市内に事務所若しくは事業所を有する法人又は個人）
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１４

対
等

お互いが対等・平等な立場にある
との認識の中で取り組む

目
標

お互いがまちづくりの目標を共通
理解する

補
完
性

地域でできることは、地域で自ら
が行うという考え方に転換する

情
報

持っている情報をお互いに提供し
合い、公開する

尊
重

自主性・主体性を尊重し、信頼関
係を築く

評
価

協働による事業実施後の成果（結
果）を検証する
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協働を進めるための協働を進めるための
意識づくり意識づくり

①市民意識の醸成
②人材の育成と確保
③市職員の意識改革

情報の共有化の推進情報の共有化の推進

①情報の集約、一括管理
②情報ネットワークシステムの
構築

③まちづくり出前講座の充実

市政への市民参加・参画の推進市政への市民参加・参画の推進

①市の各種委員会や企画への
　参画
②市民協働の事業づくり
③パブリックコメントの実施

市の役割市の役割

○市民の意見を広く反映させるため、市民参画
の機会を確保します

○市民、市民自治組織、市民活動団体との連携
を強化し、まちづくりを推進します

市民の役割市民の役割

○自らが「まちづくりの主体」であることを認
識し、まちづくりへの参加・参画に努めます

○自治会に積極的に加入します
○市民活動への理解を深め、参加・参画、協力
に努めます

��������	
�

自主運営体制を強化することにより地域課題の
解決が可能になります

市民自治組織と市民活動団体との連携、協力が
可能になります

地域の特性や住民ニーズに対応したきめ細かな
事業の推進ができます

市の役割軽減に結びつき、組織のスリム化が図
れます

団体が行っている個々の活動への理解が深ま
り、会員の拡大が期待されます

地域への関心やまちづくりへの参加意識の高揚
が図れます
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市民の自主的な活動の促進市民の自主的な活動の促進

①市民自治組織の組織化
②財政的支援制度の確立
③拠点施設の整備・確保

協働を進めるための体制の整備協働を進めるための体制の整備

①協働のまちづくり基本条例の制定
②市民活動団体の登録制度とネット
ワークづくり
③市職員による自治活動支援

④協働のまちづくり推進委員会の設置
⑤目標設定と評価及び評価結果の公表
⑥協働のまちづくりの円滑な推進
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　市民自治組織については、上部自治組織（市全域）、中間自治組織（原則として小学校区を基本）、
単位自治組織（現在の区を基本）の三層で組織します。

※中間自治組織については、地区との協議により当分の間旧町村単位（地区）で組織します。
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自治会

①日常的な交流や支え合いに結
びつく活動

②地域の様々な情報の回覧や市
の広報紙の配布

③高齢者の生きがいづくりや見
守り活動

④防災・防犯や環境美化など、
地域の日常的な課題解決

⑤自治会内の行政要望等の取り
まとめ及び行政との連絡調整

まちづくり委員会

①区域内の自治会、市民活動団
体、事業者などとの交流や情
報交換

②区域内におけるまちづくりの
共通目標の設定

③区域内の共通の課題解決や区
域内の個々の自治会だけでは
解決が難しい課題解決

④区域内の行政要望等の取りま
とめ及び行政との連絡調整

まちづくり協議会

①まちづくり委員会、市民活動
団体などとの交流や情報交
換、連携や連絡調整

②協働事業の企画立案
③市のまちづくり施策の充実を
図るための施策提言

◆市民自治組織の体系イメージ



１６
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まちづくり協議会

まちづくり委員会代表　ＰＴＡ連絡協議会　子
ども会育成連合会　地域女性団体連絡会　体育
協会　社会福祉協議会　連合民生委員児童委員
協議会　青少年相談員連絡協議会　青少年育成
那珂市民会議　文化協会　その他市内全域を対
象とした活動団体

まちづくり委員会

自治会　自主防災・防犯組織　民生委員・児童
委員　青少年相談員　消防団　ＰＴＡ　子ども
会　女性団体　高齢者クラブ　各種スポーツク
ラブ　ＮＰＯ　ボランティア団体　その他地区
の活動団体
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那珂市協働のまちづくり指針については、市ホームページ等でも閲覧できます

問い合わせ　那珂市市民生活部市民協働課市民活動グループ　　�２９８－１１１１　内線２６５

� 　活動拠点の整備・提供
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� 　活動情報の提供
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� 　人材の育成・確保 
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� 　助成制度の充実
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� 　地域担当職員制度の導入
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広報なか４月号１７

■東西の連携軸「上菅谷停車場線」が開通

　都市計画道路上菅谷停車場線が３月２２日午後２
時、JR水郡線上菅谷駅から国道３４９号までの延長７６０
メートルの区間、全線開通しました。
　この開通により、すでに整備されている道路との
交通ネットワークが構築され、上菅谷駅を利用した
通勤、通学などの利便性が向上するほか、周辺地域
の生活水準の向上も図られることになりました。
　「市の顔としてのシンボルロード」、「人とふれあ
い、四季を感じる道」をコンセプトとした上菅谷停
車場線が、市民の皆さんに親しまれ、地域に活力や
潤いを呼び込む道路として利用されることが期待さ
れます。

穏やかな春の陽気に恵まれた３月２２日、都市計画　穏やかな春の陽気に恵まれた３月２２日、都市計画
道路上菅谷停車場線の開通式が行われ、多くの来賓道路上菅谷停車場線の開通式が行われ、多くの来賓
のかたがたおよび関係者が集まり同路線の開通を祝のかたがたおよび関係者が集まり同路線の開通を祝
いました。いました。
式典で小宅市長は、「上菅谷停車場線は、上菅谷駅　式典で小宅市長は、「上菅谷停車場線は、上菅谷駅

へのアクセス向上と中心市街地形成の軸となるべくへのアクセス向上と中心市街地形成の軸となるべく
整備を進めてまいりましたが、本日無事に開通式を整備を進めてまいりましたが、本日無事に開通式を
迎えることができました。本路線を中心とした新し迎えることができました。本路線を中心とした新し

い市街地の形成を図ることがでい市街地の形成を図ることがで
きるものと確信しています」と式きるものと確信しています」と式
辞を述べました。辞を述べました。
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「宮の池公園通り」の名付け親で
ある小堀優さん（菅谷・左）と
丸山亨さん（菅谷・右）

問い合わせ
都市計画課都市整備グループ
�２９８－１１１１　内線３５５
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那
珂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、�
暮
ら
し
の
場
�
と
し
て
の
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
、
次
の
よ
う
な
４
つ
の
基
本

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
常
磐
自
動
車
道
を
境
に
南
東
域
で
は

都
市
的
要
素
が
多
く
、北
西
域
で
は
自
然
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
要
素
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
将

来
の
土
地
利
用
と
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

考
え
方
を
下
図
の
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。
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広報なか４月号１９
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平
成　

年
１
月　

日
〜
２
月　

日
ま
で

２２

２０

１９

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

　

件
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８７高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
地
域

に
お
け
る
生
活
支
援
拠
点
や
交
流
拠
点
の

確
保
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
計
画
の
中
で
も
、
今
後
の
都
市
施
策

で
は
高
齢
化
へ
の
対
応
は
重
要
と
考
え
て

お
り
、
菅
谷
市
街
地
、
瓜
連
市
街
地
の
機

能
の
充
実
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
等
の
施
策
を

位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

生
活
支
援
機
能
や
人
口
の
維
持
に
関
す
る

施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
き
ま

し
て
は
、
那
珂
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
那
珂
市
役
所
３
階
都

市
計
画
課
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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２０

　

昨
年
度
に
『
Ⅰ
総
合
健
診
①
〜

③
、
⑤
〜
⑧
の
検
診
』『
Ⅱ
子
宮
が

ん
検
診
』
の
い
ず
れ
か
を
受
け
た

か
た
に
は
、「
日
時
」「
会
場
」
を

指
定
し
た
検
診
案
内
を
送
り
ま

す
。

◆
検
診
案
内
の
郵
送
時
期

　
「
Ⅰ
総
合
健
診
」
６
月

　
「
Ⅱ
子
宮
が
ん
検
診
」
４
月

※
昨
年
度
に
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
へ
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※
Ⅲ
乳
が
ん
検
診
は
、
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
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胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診

を
含
め
『
総
合
健
診
』
と
い
う
名

称
に
し
ま
し
た
。
次
の
検
診
が
同

じ
日
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
特
定
健
康
診
査

②
高
齢
者
健
診

③
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

④
生
活
機
能
評
価

⑤
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

⑥
胃
が
ん
検
診

⑦
大
腸
が
ん
検
診

⑧
前
立
腺
が
ん
検
診

⑨
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
総
合
健
診
に
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
は
含
み
ま
せ
ん
。

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、

別
々
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
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性
別
や
年
齢
に
よ
っ
て
、
受

診
で
き
る
検
診
が
分
か
る
よ
う

に
し
、
検
査
方
法
や
検
査
内
容

を
含
ん
だ
一
覧
表
に
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

昨
年
度
に
受
け
た
か

た
に
は
、
検
診
案
内
を

通
知
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　日時・会場など詳細につい
ては、３月中に各世帯に配布
しました「那珂市平成２２年度
各種健康診査一覧表」（上図）
をご覧ください。
　お持ちでないかたは、総合
保健福祉センター「ひだまり」
にお問い合わせください。
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総合保健福祉センター

 「ひだまり」

健康増進グループ

�２７０－８０７１

問い合わせ



広報なか４月号２１

昨
年
度
受
診
者
の

検
診
案
内
通
知　

対　象　者

検査方法・内容

検診名
（料金：個人負担分／委託料総額）

��������	
��
������
��������	
�

女男
　

歳
以
上

７５
　

〜　

歳

６５

７４

　

〜　

歳

５７

６４

　

〜　

歳

５０

５６

　

〜　

歳

４０

４９

　

〜　

歳

３０

３９

　

〜　

歳

２５

２９

　

〜　

歳

２０

２４

　

歳
以
上

７５
　

〜　

歳

６５

７４

　

〜　

歳

５０

６４

　

〜　

歳

４０

４９

　

〜　

歳

３０

３９

あり

●●●●●●●

身体計測、尿検査、血圧、
血液検査
※市国保のかたは心電図
も実施します。

①特定健康診査
　（市国保のかた
　　１，３００円／７，２４５円）

Ⅰ　

総
合
健
診

◎◎
身体計測、尿検査、血圧、
血液検査

②高齢者健診
　（無料／３，５１７円）

◎◎
身体計測、尿検査、血圧、
血液検査

③生活習慣病予防健診
　（１，５００円／５，５６５円）

なし◎◎◎◎問診、身体計測、血圧
④生活機能評価
　（無料／１，５７５円）

あり

◎◎◎◎◎◎◎◎◎胸部のＸ線撮影
⑤胸部レントゲン検診
　（４００円／１，３６５円）

◎◎◎◎◎◎◎バリウムを飲みＸ線撮影
⑥胃がん検診
　（１，４００円／４，７２５円）

◎◎◎◎◎◎◎◎◎
便を２日間採り検査
（潜血反応）

⑦大腸がん検診
　（５００円／１，６８０円）

◎◎血液検査（PSA検査）
⑧前立腺がん検診
　（１，０００円／２，３１０円）

なし△△
血液検査
（Ｂ・Ｃ型肝炎感染の有無）

⑨肝炎ウイルス検診
　（１，０００円／３，１５０円）

あり◎◎◎◎◎◎◎◎
子宮頸部の細胞を採り
顕微鏡で検査

Ⅱ　子宮がん検診
　　（１，０００円／３，５７０円）

なし

◎◎◎◎
乳房を斜め横からはさみ
Ｘ線撮影

１方向
（１，０００円／３，１５０円）

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

Ⅲ　

乳
が
ん
検
診

◎
乳房を斜め横と上部から
はさみＸ線撮影

２方向
（１，５００円／５，０４０円）

◎◎◎◎
超音波で乳房の断面を映
し出す検査

乳房超音波検診
（１，０００円／３，１５０円）

���������	
��
�����������	
��
��
※３月中に各世帯に配布しました一覧表の内容の
一部を掲載しています。

【検査内容の詳細】
身体計測：身長、体重など
尿 検 査：蛋白、糖など
血液検査：ヘモグロビンA1c・中性脂肪・

LDL・HDL・GOT・GPT・γ-GTP
など

●：市国保以外の保険のかたは受けられない場合があります。
　　��������	
��
������������

� �������������������������������������������

◎：加入している医療保険に関係なく受けられます。
△：加入している医療保険に関係なく受けられ、昭和４５年

４月１日～昭和４６年３月３１日生まれのかた



２２

　

卒
業
・
進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
新
し

い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り

た
り
、
退
去
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
こ

れ
か
ら
の
季
節
。
賃
貸
住
宅
の
契
約
時
や

退
去
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

の
防
止
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
�
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�
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��

・
賃
貸
物
件
の
情
報
を
収
集
し
、
実
際

に
借
り
る
部
屋
に
行
き
、
状
況
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
動
産
業
者
は
仲
介
す
る
際
に
、
書

面
を
交
付
し
て
重
要
事
項
を
説
明
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
内
容
に
疑
問

点
が
あ
れ
ば
説
明
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

・
更
新
手
続
費
用
や
退
去
時
の
敷
金
の

返
還
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
部

屋
の
修
理
代
を
負
担
す
る
条
項
や
退

去
予
告
の
期
間
が
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

・
入
居
す
る
際
に
は
家
主
と
不
動
産
業

者
、
借
主
の
三
者
で
室
内
の
点
検
を

し
、
汚
れ
や
破
損
が
あ
れ
ば
、
証
拠

写
真
を
撮
る
か
、
メ
モ
を
残
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�

����������

����������

��が負担すべきと考えられるもの��が負担すべきと考えられるもの

通常の使用によるものと
はいえないと考えられる
もの

借主の手入れ等管理が悪
く発生、拡大したと考え
られるもの

経年劣化、自然損耗、通常
使用によると考えられる
もの

次の入居者を確保するた
めの化粧直し、グレード
アップの要素があるもの

・壁の釘穴、ねじ穴
下地ボードの張替えが
必要な程度のもの

・クーラー（借主所有）
から水漏れし、放置し
たため壁が腐食
・天井に直接つけた照明
器具の跡
あらかじめ設置された
照明器具用のコンセン
トを使用しなかった場
合

・飼育ペットによる柱等
のキズ
・日常の不適切な手入れ
もしくは用法違反によ
る設備の毀損

・カーペットに飲み物等
をこぼしたことによる
シミ、カビ
・台所の油汚れ
・結露を放置したことに
より拡大したカビ、シ
ミ
結露が発生しているに
もかかわらず、貸主に
通知もせず拭き取るな
ど手入れを怠り、壁等
を腐食させた場合

・クーラーから水漏れし
放置したことによる壁
の腐食

・家具の設置による床、
カーペットのへこみ設
置跡

・畳の変色、フローリン
グの色落ち
日照、建物構造欠陥に
よる雨漏りなどで発生
したもの

・タバコのヤニ
クリーニングで除去で
きる程度のヤニ

・テレビ、冷蔵庫等の後
部壁面の黒ずみ

・ポスターや絵画の跡
　クロスの変色
・エアコン設置による壁
のビス穴、跡

・クロスの変色
日照などの自然現象に
よるもの

・地震で破損したガラス
・鍵の取替え
破損、紛失ではない場合

・設備機器の故障修理

・畳の裏返し、表替え
・フローリングワックス
がけ

・網戸の張替え
破損等はしていないが、
次の入居者確保のため
に行うもの

・全体のハウスクリーニ
ング

・消毒（台所、トイレ）
・浴槽、風呂釜等の取替
え

　

賃
貸
住
宅
契
約
で
ト
ラ
ブ
ル
が
一
番

多
い
の
が
、
敷
金
の
清
算
に
際
し
て
原

状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
る
場
合
で
す
。

　

賃
貸
住
宅
の
退
去
時
に
は
原
状
回
復

義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
使
用
方

法
に
よ
り
使
用
し
て
い
れ
ば
、
仮
に
入

居
時
よ
り
悪
く
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の

ま
ま
返
還
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
故
意
・
過
失
に
よ

る
汚
損
や
破
損
は
借
主
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

　

退
去
に
よ
る
修
繕
費
用
等
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
の
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�
�
に

補
修
費
用
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示
さ

れ
て
お
り
、
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
管
理
会
社

や
貸
主
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
ら
、
早
め
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ



広報なか４月号２３

　

那
珂
市
職
員
の
人
事
異
動
（
課
長
補
佐
以

上
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】　

室
長　

吉
原
正
夫

／
室
長
補
佐　

加
藤
裕
一

【
市
長
公
室
】　

■
秘
書
課　

課
長
補
佐　

会

沢
和
代
／
市
民
相
談
室
室
長
補
佐　

肥
田
朋

子　

■
企
画
課　

課
長
補
佐　

寺
山
修
一
／

課
長
補
佐　

茅
根
政
雄
／
副
参
事
兼
公
共
交

通
対
策
室
長　

阿
久
津
英
樹
／
課
長
補
佐　

根
本
雅
美

【
総
務
部
】　

■
総
務
課　

次
長
兼
課
長　

城

宝
信
保
／
課
長
補
佐　

大
内
幸
志
／
課
長
補

佐　

�
橋
秀
貴　

■
財
政
課　

課
長
補
佐

（
総
括
）　

綿
引
智
／
課
長
補
佐　

中
庭
康
史

／
課
長
補
佐　

川
田
俊
昭　

■
税
務
課　

課

長
補
佐
（
総
括
）
平
野
美
良
／
課
長
補
佐　

山
田
甲
一
／
課
長
補
佐　

平
松
良
一　

■
収

納
課　

課
長　

冨
田
慶
治
／
課
長
補
佐　

大

竹
将
夫　

■
瓜
連
支
所　

課
長
補
佐　

平
沢

和
子

【
市
民
生
活
部
】　

■
市
民
協
働
課　

次
長
兼

課
長　

木
村
利
文
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補

佐（
総
括
）　

中
山
悦
男
／
課
長
補
佐　

大
森

信
之　

■
市
民
課　

課
長　

小
田
倉
正
美
／

課
長
補
佐　

関
郁
夫
／
課
長
補
佐
（
総
括
）

兼
那
珂
聖
苑
所
長
補
佐　

笹
島
邦
義

【
産
業
部
】　

参
事
（
大
宮
地
方
環
境
整
備
組

合
派
遣
）　

柏
村
泉　

■
環
境
安
全
課　

危

機
管
理
監
兼
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

沢
畑
寿
一
／
副
参
事
（
大
宮
地
方
環
境
整
備

組
合
派
遣
）
野
上
隆
男
／
課
長
補
佐
（
総
括
）

菊
池
正
明
／
課
長
補
佐　

小
橋
洋
司
／
課
長

補
佐　

大
森
千
尋

【
保
健
福
祉
部
】　

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

秋
山
悦
男　

■
社
会
福
祉
課　

次
長
兼
課
長

鹿
志
村
貢
／
副
参
事
（
査
察
指
導
員
）
稲
田

弘
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）
園

部
勢
津
子
／
副
参
事
（
那
珂
市
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
）
大
部
公
男
／
課
長
補
佐　

堀
口

才
二
／
課
長
補
佐　

小
橋
聡
子　

■
こ
ど
も

課　

課
長
補
佐　

藤
咲
富
士
子
／
副
参
事
兼

菅
谷
保
育
所
長　

加
藤
裕
子
／
額
田
保
育
所

長
補
佐
兼
主
任
保
育
士　

永
井
裕
美　

■
介

護
長
寿
課　

課
長　

萩
野
谷
康
男
／
課
長
補

佐
（
総
括
）
平
松
嗣
雄
／
課
長
補
佐　

圷
明

美
／
課
長
補
佐　

片
岡
祐
二　

■
保
険
課　

課
長　

倉
持
和
彦
／
課
長
補
佐　

高
畠
浩
一

／
副
参
事
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
長　

深
谷
忍
／

課
長
補
佐　

中
山
友
子
／
課
長
補
佐　

小
田

内
佐
智
子

【
産
業
部
】　

部
長　

宮
田
俊
三　

■
農
政
課

次
長
兼
課
長　

桧
山
英
夫
／
課
長
補
佐　

大

沼
善
則
／
課
長
補
佐　

植
田
孝
二　

■
商
工

観
光
課　

課
長　

車
田
豊
／
課
長
補
佐　

小

澤
祐
一
／
課
長
補
佐　

飛
田
良
則

【
建
設
部
】　

■
建
設
課　

次
長
兼
課
長　

小

林
正
博
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐（
総
括
）

小
泉
光
則
／
課
長
補
佐　

吽
野
啓
次
／
課
長

補
佐　

箕
川
覚
／
副
参
事
（
土
地
開
発
公
社

事
務
局
長
）
兼
用
地
室
長　

大
内
勝
美
／
課

長
補
佐
（
土
地
開
発
公
社
事
務
局
）
江
口
加

津
代
／
課
長
補
佐　

平
野
正
行　

■
都
市
計

画
課　

課
長　

佐
藤
隆
一
郎
／
副
参
事
兼
課

長
補
佐（
総
括
）岡
崎
隆
／
課
長
補
佐　

佐
々

木
恒
行
／
課
長
補
佐　

箕
川
一
男　

■
建
築

指
導
課　

参
事
兼
課
長　

山
田
行
雄
／
課
長

補
佐
（
総
括
）
小
泉
正
之
／
課
長
補
佐　

玉

川
秀
利
／
課
長
補
佐　

先
�
民
夫

【
上
下
水
道
部
】　

部
長　

清
水
昭
彦
／
参
事

（
浄
水
場
更
新
事
業
担
当
）
綿
引
公
明　

■

下
水
道
課　

次
長
兼
課
長　

武
田
國
嗣
／
主

任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）
樫
村
悦
雄

／
課
長
補
佐　

助
川
啓
治
／
課
長
補
佐　

根

本
実　

■
水
道
課　

課
長
補
佐　

鹿
志
村
則

男
／
課
長
補
佐　

寺
門
勝
広

■
会
計
課　

課
長
補
佐　

叶
野
和
子

【
議
会
事
務
局
】　

事
務
局
長　

磯
崎
芳
信
／

参
事
兼
事
務
局
次
長　

山
�
文
夫
／
副
参
事

兼
事
務
局
次
長
補
佐　

宮
本
一

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】　

事
務
局
長
補
佐　

青
山
泰
士

【
教
育
委
員
会
】　

■
学
校
教
育
課　

課
長
補

佐　

柴
田
秀
隆
／
課
長
補
佐　

清
水
貴
／
副

参
事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
瓜
連
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

和
地
一
行
／
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐　

中
井
川
要
一
／

菅
谷
幼
稚
園
長　

塩
幡
み
ど
り　

■
生
涯
学

習
課　

副
参
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）
小
林

幸
夫
／
課
長
補
佐　

桧
山
達
男
／
副
参
事
兼

総
合
公
園
管
理
事
務
所
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
長　

加
藤
和
民
／
室
長
補
佐　

寺
門
広
司

／
中
央
公
民
館
副
館
長　

山
�
裕
子
／
歴
史

民
俗
資
料
館
課
長
補
佐　

成
田
節
男

【
消
防
本
部
】　

次
長　

三
沢
久
晴　

■
総
務

課　

課
長　

根
本
栄
／
課
長
補
佐　

増
子
正

行　

■
予
防
課　

課
長　

萩
野
谷
孝
／
課
長

補
佐
（
消
防
司
令
長
）
豊
島
克
美　

■
警
防

課　

副
参
事
兼
課
長
補
佐　

加
藤
豊　

■
通

信
指
令
室　

室
長
（
消
防
司
令
長
）　

飛
田

香　

■
東
消
防
署　

参
事
兼
東
消
防
署
長　

大
曽
根
栄
／
副
署
長　

野
口
英
雄
／
副
署
長

後
藤
洋
治
／
第
一
部
当
直
司
令　

笹
島
茂
／

第
二
部
当
直
司
令　

山
田
三
雄　

■
西
消
防

署　

署
長　

大
内
誠
一
／
副
参
事
兼
副
署
長

海
老
沢
幸
男
／
副
署
長　

寺
門
忠
／
第
二
部

当
直
司
令　

大
谷
貞
章　

　
　
　
　
　
（
※
当
直
司
令
以
上
の
み
記
載
）

【
新
規
採
用
】　

小
泉
洋
平
、
圷
義
彦
、
安
部

洋
輔
、
福
田
匠
吾
、
平
松
あ
ゆ
み
、
清
水
美

希
、
萩
谷
将
司　

■
消
防
本
部　

宇
野
雄
一

郎
、
森
戸
剛
、
沢
幡
勝
成

【
退
職
者
】（
３
月　

日
付
）

３１

秋
山
春
男
（
保
健
福
祉
部
長
）
／
中
庭
英
俊

（
産
業
部
長
）／
山
�
常
博（
上
下
水
道
部
長
）

／
志
保
石
和
之
（
保
健
福
祉
部
次
長
兼
福
祉

課
長
）／
鈴
木
正
博（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
）

／
綿
引
栄
一（
建
設
部
用
地
管
理
課
副
参
事
兼

課
長
補
佐
（
総
括
））
／
飛
田
進
一
（
上
下
水

道
部
水
道
課
副
参
事
）
／
先
�
二
郎
（
教
育

委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
参
事
兼
所
長
）

／
萩
野
谷
幸
雄
（
消
防
本
部
東
消
防
署
参
事

兼
署
長
）
／
寺
門
久
一
（
消
防
本
部
通
信
指

令
室
長
）
／
栗
原
信
一
（
消
防
本
部
西
消
防

署
長
）
／
和
田
一
雄
（
消
防
本
部
通
信
指
令

室
室
長
補
佐
）
／
栗
原
洋
一
（
総
務
部
瓜
連

支
所
支
所
長
補
佐
）
／
大
内
幸
枝
（
保
健
福

祉
部
こ
ど
も
課
課
長
補
佐
）／
飯
塚
保
美（
市

民
生
活
部
環
境
課
主
任
）
／
寺
門
洋
紀
（
市

民
生
活
部
市
民
活
動
課
自
治
推
進
係
長
）

総
務
課
人
事
・
職
員
グ
ル
ー
プ　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
５
１
７
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２
月　

日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２７

ぽ
ー
る
で
、
那
珂
医
師
会
主
催
に

よ
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０ 

　
 
那
珂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

in
　
「
生
活
習
慣
と
血
糖
・
血
圧
・
脂

質
の
異
常
」
と
し
て
遅
野
井
健
氏

（
那
珂
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

の
講
演
の
ほ
か
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
保
健
師

ら
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

な
が
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
一
つ
ひ
と
つ
に
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

瓜
連
中
学
校
地
区
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
向
上
の
た
め
に
、
学

習
支
援
や
環
境
の
整
備
、
登
下
校

の
安
全
確
保
等
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
で
す
。

　

今
回
、
瓜
連
小
学
校
で
瓜
連
地

区
の
区
長
会
、
少
年
指
導
員
、
青

少
年
相
談
員
、
防
犯
協
会
の
４
団

体　

人
の
か
た
が
た
が
、
ボ
ラ
ン

１９
テ
ィ
ア
で
体
育
館
周
り
の
く
ぼ
ん

で
い
る
箇
所
に
砕
石
を
敷
い
て
な

ら
均
す
整
備
活
動
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
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い
に
し
た
り
し
た
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん　

人
に
、
褒
賞
状
と
記
念

２３

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
世

界
に
羽
ば
た
け
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ズ
」
と
題
し
て
、
津
軽
三
味
線
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
年
は
３
月
現
在
）

◆
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

露
木
聖
斗
（
菅
谷
西
小
３
年
）
／

小
島
啓
慈
（
五
台
小
６
年
）
／
寺

門
智
宏
（
戸
多
小
３
年
）、
川
和
田

早
紀
、
茅
根
妙
（
戸
多
小
４
年
）、

寺
門
尭
史
、
綿
引
知
捺
（
戸
多
小

５
年
）
／
本
多
駿
介
、
萩
野
谷
祐

太
（
瓜
連
小
６
年
）
／
根
本
政
樹
、

谷
古
宇
拓
真
、
中
川
翔
吾
、
石
川

翔
太
（
那
珂
一
中
１
年
）
／
海
野

鈴
菜
、
福
澤
由
希
恵
（
那
珂
一
中

３
年
）
／
圷
亮
（
水
戸
農
業
高
２

年
）、
豊
田
俊
樹
、
平
山
龍
一
（
水

戸
農
業
高
３
年
）

◆
地
域
社
会
を

 

き
れ
い
に
す
る
行
動

大
塚
駿
翔
（
本
米
崎
小
１
年
）
／

関
佳
菜
実
（
本
米
崎
小
１
年
）
／

小
田
倉
未
侑
、
黒
澤
菜
々
香
（
本

米
崎
小
４
年
）
／
田
所
拓
也
（
本

米
崎
小
５
年
）

　

平
成　

年
度
那
珂
市
「
善
行
青

２１

少
年
」
表
彰
式
（
青
少
年
育
成
那

珂
市
民
会
議
、
那
珂
市
教
育
委
員

会
主
催
）
が
３
月
６
日
、
総
合
セ

ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議

は
、「
よ
い
行
い
を
た
た
え
る
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
青
少
年
の

善
意
や
親
切
心
を
育
み
、
広
く
社

会
や
市
民
に
広
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、「
よ
い
行
い
を
た
た
え

る
運
動
実
施
要
綱
運
用
方
針
」
に

基
づ
い
て
善
行
の
あ
っ
た
青
少
年

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
式
で
も
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
り
、
安
全
な
通

学
を
心
が
け
た
り
、
地
域
を
き
れ



広報なか４月号２５
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歴
史
民
俗
資
料
館
の
「
雛
人
形

展
」
で
２
月　

日
、
展
示
講
演
会

２１

「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雛
の
魅
力
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
古
美
術

ゆ
き
も
り
代
表
の
小
圷
大
見
さ
ん

が
、
雛
祭
り
の
由
来
や
雛
人
形
の

種
類
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た

ほ
か
、
江
戸
時
代
の
裃
雛
や
押
し

雛
な
ど
も
披
露
し
、
関
心
を
集
め

ま
し
た
。「
雛
祭
り
を
広
く
み
ん

な
で
盛
り
立
て
て
、
地
域
活
性
化

が
図
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
の

言
葉
に
参
加
者
か
ら
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
政
課
は
畑
作
振
興
を
図
る
た

め
に
２
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

１９

ら
ぽ
ー
る
で
「
那
珂
市
さ
と
い
も

栽
培
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
、

定
年
帰
農
者
な
ど
の
農
業
生
産
者

　

人
が
出
席
し
た
研
修
会
で
は
、

９８さ
と
い
も
品
種
の
特
性
に
あ
っ
た

栽
培
管
理
の
事
例
発
表
（
写
真
は

講
師
の
平
沢
大
臣
さ
ん
（
右
）、
石

川
次
男
さ
ん
（
左
））
と
省
力
機
械

化
体
系
の
展
示
お
よ
び
説
明
が
行

わ
れ
、
出
席
者
か
ら
高
い
関
心
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
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問い合わせ／市民協働課

�２９８－１１１１

　　内線２６３・２６５

　

瓜
連
お
は
や
し
保
存
会
（
瓜
連
）
が
平
成

　

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
を

２１受
け
、
大
太
鼓
・
小
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

瓜
連
お
は
や
し
保
存
会
は
、
八
重
桜
ま
つ

り
な
ど
市
内
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
域
の
お
祭
り
、
敬
老
会
、
老
人
ホ
ー
ム
、

地
区
運
動
会
と
様
々
な
場
で
の
お
は
や
し
の

披
露
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

じ
て
伝
統
文
化
の
継
承

を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
地
域

の
ふ
れ
あ
い
や
連
帯
意

識
の
盛
り
上
が
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■瓜連おはやし保存会■瓜連おはやし保存会
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２月１５日～３月１４日（敬称略）
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野木利三郎 １０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 ７，０００円
（財）日本原色押花福祉協会
茨城支部長　後藤　妃呂子
 ５０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０
休館日
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　県央地域の９市町村が自治体の
枠を越えて連携を深め、県央地域
を発展させようと設立した「県央
地域首長懇話会」が３月１４日、水
戸の梅まつりでにぎわう偕楽園で
イベントを開催しました。
　今回のイベントは、構成市町村
の市町村長および副市長等がわが
まちの魅力をPRするというもので、
那珂市からは寺門副市長が静峰ふ
るさと公園で今月開催される「八
重桜まつり」など那珂市の観光資源
についてPRしました。県内外か
ら訪れた観光客の皆さんは、県央
地域の多様な観光スポットの数々
に、高い関心を寄せていました。

　認定農業者、一般農業者、新規就農
者等のかたを対象に、日ごろの営農に
ついて相談を行いますのでお気軽にご
参加ください。
日時／毎月第１木曜日
　　　午後１時～４時まで
場所／芳野農産工房　研修室
　　　鴻巣２０９１
相談員／営農指導者ほか
相談内容／農作物の栽培管理
　　　　　経営改善相談　ほか
費用／無料
申込方法／開催日の前日までに電話で

申し込むか当日芳野農産工
房までお越しください。

問い合わせ／市農政課農業振興Ｇ

　　　　　　�２９８－１１１１　内線２３５

実施日／４月１日（木）から
ダイヤ改正ルート／

【大子ルート（茨交・大子６号）】

「大子」～「東京」上り最終便の時刻

【常陸太田ルート（茨交・太田１２号）】

「常陸太田」～「東京（浅草・上野・
新宿）」上り最終便の時刻

問い合わせ／茨城交通株式会社

　　　　　　太田営業所

　　　　　　�０２９４－７２－２１９１

営農相談

「高速バス」一部ダイヤ改正

時刻上り

１３：４０茨交大子営業所

１４：５７総合センターらぽーる

１５：０５鴻巣

１５：１０那珂インター

１６：５７都営浅草駅

１７：０２上野駅

１７：１７東京駅日本橋口

時刻上り

１６：００常陸太田市
高速バスターミナル

１６：１３額田南郷

１６：２０那珂市役所入口

１６：２５那珂インター

１８：１２都営浅草駅

１８：１７上野駅

１８：３２東京駅日本橋口

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６３２人

　（平成２２年２月末現在・
 前月比６８人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億９，３３２万円

　（平成２２年２月・
 前月比３，９９９万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 １期

○介護保険料（普通徴収） １期

納期限：４月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（３月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６４０人 （－６）
　女　　　２８，４７４人 （＋３）
　計　　　５６，１１４人 （－３）
世帯数　　２０，７２４世帯 （＋１２）

○出生　２６人
○死亡　３６人

（２月１日～２８日）

����������
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広報なか４月号２７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／５月２１日（金）　１３：００～１６：００
　　　※受付は先着順
場所／市役所（本庁）　５階　会議室
開設相談／国の行政機関などが行って

いる仕事についての苦情や
意見・要望

相談員／行政相談委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

　　　　　　�２９８－１１１１　内線１１７

　平成２２年度から、那珂市は放課後等
において子どもたちが安心して活動で
きる場の確保と環境づくりを推進する
ため、なかっこキッズクラブ教室を開
設します。
　募集チラシの配布は、各小学校長あ
てに依頼します。
開設期間／土曜日、長期休業日等
対象者／市内小学校３・４年生（市内

から特別支援学校へ通級して
いる児童も含む）

募集人数／３０～４０人
※小学生ふるさと教室と重
複応募はできません。

開設回数／年３回※親子教室を含む
参加費／年１００円（傷害保険料）
　　　　※材料費等は実費負担
申込方法／各学校に配布されるチラシ

をご覧の上、ご応募くださ
い。

問い合わせ／市生涯学習課（瓜連支所）

　　　　　　�２９８－１１１１　内線８２８３

　　　　　　FAX２９６－３１７７

日時／５月１２日（水）、１９日（水）、
　　　　　２６日（水）
　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　子どもたちが多くの体験をとおして
郷土の歴史や自然を学ぶことによりふ
るさとを愛する心を育み、また、学校
や学年の違う友達との交流をとおして
社会性を養うため、小学生ふるさと教
室を開催します。
　募集チラシの配布は、各小学校長あ
てに依頼します。
開設期間／土・日曜日、祝日、夏季休

業日等
対象者／市内小学校４～６年生（市内

から特別支援学校へ通級して
いる児童も含む）

募集人数／教室①、②、③　各４０人
※１人１教室のみ
※小学生ふるさと教室と重
複応募はできません。

開設回数／各教室６回
※親子教室を含む

参加費／年２００円（傷害保険料）
※材料費等は実費負担

申込方法／各学校に配布されるチラシ
をご覧の上、ご応募くださ
い。

問い合わせ／市生涯学習課（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８３

FAX２９６－３１７７

行政相談

２日　那珂中央病院 （飯田）
�２９８－７８１１

３日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

４日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

５日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

９日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

１６日　ルリア記念クリニック（中里）
�２９６－３３３３

２３日　那珂記念クリニック　（中台）
�３５３－２８００

３０日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

��������

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

日時／５月１１日（火）　１３：００～１７：００、
　　２５日（火）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

なかっこキッズクラブ会員募集

小学生ふるさと教室の隊員
（まなび隊員・つくり隊員

・あそび隊員）募集
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■材料（２人分）
豚切落し肉 ……………５０ｇ　　　　　　　
いか ……………………１／２杯　　　　　　
玉ねぎ …………………１／２個　　　　　　
にんじん ………………３０ｇ　　　　　　　
ピーマン ………………１個　　　　　　　
きくらげ ………………少々　　　　　　　
焼きそばの麺 …………２玉　　　　　　　
鶏がらスープ …………１と１／２カップ　　
しょう油 ………………大さじ２　　　　　
酒 ………………………大さじ１　　　　　
塩コショウ ……………少々　　　　　　　
片栗粉 …………………大さじ１と１／２　　
水 ………………………大さじ３　　　　　
サラダ油 ………………大さじ２　　　　　

■作り方
①いかは皮をむき短冊に切る。足は３等分く
らいに切る。

②玉ねぎは薄切り、にんじん、ピーマンは短
冊に切る。きくらげは水で戻す。

③麺は耐熱皿にのせ、電子レンジで１玉につ
き３０秒加熱する。

④熱したフライパンにサラダ油（大さじ１）
を入れ、中火で麺を焼く。返して裏も焼き
器に盛る。

⑤サラダ油（大さじ１）を入れ、豚肉、いか
を炒めた後、②を加え炒める。

⑥Ａを合わせたスープを加え、煮立ったらＢ
の水溶き片栗粉でとろみをつけ、麺の上に
かける。

������
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�

Ａ

�
�
�
�
�

　那珂市総合型地域スポーツク
ラブ、ひまわりスポーツクラブ
の設立総会が２月２８日総合セン
ターらぽーるで開催されました。
　第１部では発起人代表根本傳
次郎さんから次のような趣旨説
明がありました。
　那珂市は平成１９年度に「財団
法人日本体育協会」より「総合
型地域スポーツクラブ育成支援
指定クラブ」の認定を受けまし
た。この事業は平成１６年度から
「財団法人日本体育協会」が文
部科学省から委嘱を受けて行う
もので生涯スポーツの新しい形
を求めて展開する事業として注
目を集めているものです。
　また、来賓祝辞、クラブ概要
説明、クラブ名称およびロゴマー
クに採用された市内小中学生の
かたがたへ表彰がありました。

Ｂ
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�

�

■冷蔵庫の中にある野菜、きのこ等を入れ
て我家流のあんかけを楽しみましょう。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

五台（運動休養部会）

大森セツ子さん �
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　第２部として茨城県体育協会
クラブ育成アドバイザー諏訪賢
一氏より、「総合型地域スポー
ツクラブと地域協働社会」～ひ
まわりスポーツクラブから広が
る地域の活力～と題して記念講
演がありました。ひまわりス
ポーツクラブは単にスポーツを
するだけのクラブではなく、「い
つでも　どこでも　だれでもが
参加でき、地域の活性化につな
がるような活動を期待してい
る」など、ひまわりスポーツク
ラブのあるべき姿を示唆してい
ただきました。
　「ありがとうの言葉でクラブ
が育つ、ありがとうの心で地域
が生きる」で講演をしめくくっ
ていただきました。
　ひまわりスポーツクラブで
は、現在会員募集中です。皆様
の参加をお待ちしております。

■■������������
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　平成２２年度から芳野幼稚園と統
合する木崎幼稚園・戸多幼稚園が
３月２４日に閉園式を行いました。 
　木崎幼稚園は３７年間で５４７人が
卒園、戸多幼稚園は３８年間で７２０
人が卒園し、たくさんの思い出を

生み出してきた幼稚園に終止符が
打たれました。園児たちは元気に
歌や思い出を発表した後、写真や
メッセージを詰め込んだタイムカ
プセルを埋めて、慣れ親しんでき
た幼稚園とお別れをしました。 
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